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1.  平成24年3月期第3四半期の業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 5,219 0.0 444 △17.4 477 △18.0 235 △29.8
23年3月期第3四半期 5,217 9.1 538 85.1 582 61.9 336 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 27.24 ―
23年3月期第3四半期 38.80 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第3四半期 10,357 8,557 82.6
23年3月期 10,360 8,527 82.3
（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  8,557百万円 23年3月期  8,527百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 22.00 22.00
24年3月期 ― 0.00 ―
24年3月期（予想） 20.00 20.00

3.  平成24年3月期の業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,600 0.5 455 △7.8 500 △9.2 270 △1.1 31.16



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
(注）詳細は、四半期決算短信（添付資料）Ｐ４「２．サマリー情報（その他）に関する事項（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧くださ
い。 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 8,754,200 株 23年3月期 8,754,200 株
② 期末自己株式数 24年3月期3Q 90,509 株 23年3月期 90,330 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 8,663,804 株 23年3月期3Q 8,664,004 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる事項等については、四半期決算短信（添付資料）Ｐ３「業績予想に関する
定性的情報」をご覧ください。 



   

   

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………………  2

（１）経営成績に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………………  2

（２）財政状態に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………………  3

（３）業績予想に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………………  3

２．サマリー情報（その他）に関する事項 ………………………………………………………………………………  4

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ………………………………………………………………  4

（２）追加情報 ……………………………………………………………………………………………………………  4

３．四半期財務諸表 …………………………………………………………………………………………………………  5

（１）四半期貸借対照表 …………………………………………………………………………………………………  5

（２）四半期損益計算書 …………………………………………………………………………………………………  7

第３四半期累計期間 ………………………………………………………………………………………………  7

（３）継続企業の前提に関する注記 ……………………………………………………………………………………  8

（４）セグメント情報等 …………………………………………………………………………………………………  8

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ……………………………………………………………  8

（６）重要な後発事象 ……………………………………………………………………………………………………  8

㈱タナベ経営（9644）　平成24年3月期　第3四半期決算短信（非連結）

- 1 -



（１）経営成績に関する定性的情報 

  

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により大きく落ち込んでいた生産活動や個人

消費に持ち直しの動きが見られたものの、原発事故による放射能汚染や電力供給問題の長期化、欧州金融危機や急

速な円高・株安の進行等が影響し、先行き不透明な状況で推移いたしました。 

当社はこのような経済環境のなかで、長年にわたって蓄積したノウハウを活かしたコンサルティングメニューや

メソッドの開発等に取り組み、顧客基盤である中堅・中小企業が永続発展するための価値創造の提案とサービスの

提供に尽力してまいりました。 

管理面におきましても、人材育成の強化と新人事制度の運用推進を図るとともに、リスクマネジメントの強化や

業務効率化と経費見直しによるコスト削減にも注力してまいりました。 

このような結果、当第3四半期累計期間の売上高は52億19百万円（前年同期比0.0％増）となり、営業利益は４億

44百万円（前年同期比17.4％減）、経常利益は４億77百万円（前年同期比18.0％減）となりました。 

また、第３四半期会計期間において、税制改正により税効果会計適用後の見積実効税率が変更となりました。こ

れにより従来の税率による計算に比べ法人税等が37百万円増加したことにより、四半期純利益は2億35百万円（前

年同期比29.8％減）となりました。 

なお、当社が販売しているビジネス手帳（暦年版）が第１四半期会計期間、第２四半期会計期間、第４四半期会

計期間に比べ、第３四半期会計期間に販売が集中する傾向があるため、業績に季節的変動があります。 

   

セグメントの業績は、次のとおりであります。    

  

（コンサルティング統轄本部）  

コンサルティング統轄本部は、中堅・中小企業向けの経営ニーズや事業ドメイン別のコンサルティングメニュー

の開発と提案を強化するとともに、チームコンサルティングの品質向上に努めてまいりました。また、ブランディ

ング商品による顧客創造システムの構築により成長力と収益力のアップに尽力してまいりました。 

コンサルティング部門におきましては、経営協力契約数が、四半期累計期中平均331契約（前年同期344契約）と

前期末からの落ち込みが影響して減少しておりますが、経営診断的サービスを付加したチームコンサルティングを

提供することで前年同期を上回る売上高となっております。また、教育売上についても、契約金額及び契約期間と

もに伸びてきております。しかしながら、近年減少しております経営診断・調査売上をカバーするには至らず、売

上高は18億85百万円（前年同期比2.8％減）となりました。 

セミナー部門におきましては、11月から12月にかけ開催いたしました経営戦略セミナーでは、受講者数は前年比

1.2％減となりました。その一方で、社長教室やプロ役員セミナーでは、定員に達する申し込みがあり、幹部候補

生スクールにおいても地域差はあるものの前年同期を上回る受講者数となった結果、売上高は４億円（前年同期比

0.3％増）となりました。 

研修センター部門におきましては、交通の便等立地にこだわった施設の選択や外部施設の利用を控える傾向が続

いており、売上高は82百万円（前年同期比11.0％減）となりました。 

このような結果、コンサルティング統轄本部の売上高は、23億77百万円（前年同期比2.6％減）となり、セグメ

ント利益は４億14百万円（前年同期比16.1％減）となりました。 

（ネットワーク本部）  

ネットワーク本部は、コンサルティング部門との連携を強化し、提携先である金融機関、会計事務所等の顧客創

造支援及び情報コンテンツの品質向上と整備に注力してまいりました。また、人材育成と情報の共有化を目的に部

門研修の充実を図るとともに、営業提案力及び開発力の底上げにも取り組んでまいりました。 

このような結果、提携する金融機関や会計事務所において開催した勉強会の売上は堅調に推移したものの、イー

グルクラブ等の会員組織の有料会員数が、企業の経費見直し等による退会により11,238会員（前年同期比8.4％

減）となり、売上高は２億67百万円（前年同期比2.7％減）となり、セグメント利益は40百万円（前年同期比

33.4％減）となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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 (ＳＰ事業部） 

ＳＰ事業部は、新規顧客開拓に重点をおくとともに、イベント・POP等の販促分野におけるトータル提案による

商品領域の拡大や販売チャネルの拡充により、セールスプロモーション商品の拡販に努めてまいりました。 

第３四半期に売上が集中するビジネス手帳は、顧客企業の経費削減の影響等から落ち込みを見せましたが、セー

ルスプロモーション商品の売上増加がその減少分をカバーする結果となり、売上高は25億74百万円（前年同期比

2.9％増）となり、セグメント利益は67百万円（前年同期比44.3％増）となりました。 

（２）財政状態に関する定性的情報 

資産、負債及び純資産の状況 

（資産の部） 

当第３四半期会計期間末における資産合計は103億57百万円となり、前事業年度末比３百万円減少いたしまし

た。 

流動資産は、法人税等や配当金の支払等により現金及び預金が減少しましたが、売掛金や有価証券が増加したこ

と等により、前事業年度末比61百万円増加いたしました。 

固定資産は、役員生命保険の増加等がありましたが、有形・無形固定資産の減価償却費計上等により、前事業年

度末比65百万円減少いたしました。   

（負債の部）  

当第３四半期会計期間末における負債合計は17億99百万円となり、前事業年度末比33百万円減少いたしました。

流動負債は、買掛金の増加等がありましたが、未払法人税等や賞与引当金の減少等により、前事業年度末比60百

万円減少いたしました。 

固定負債は、役員退職慰労引当金の増加等により、前事業年度末比27百万円増加いたしました。 

（純資産の部）  

 当第３四半期会計期間末における純資産合計は85億57百万円となり、前事業年度末比29百万円増加いたしまし

た。  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 通期の業績につきましては、平成23年11月４日に公表しました業績予想から変更はありません。  

  

【注意事項】 

上記予想は、現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後の様々な要因により予想数値

と異なる場合があります。   
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（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

   

   

（２）追加情報 

   

２．サマリー情報（その他）に関する事項

  
当第３四半期累計期間 

（自 平成23年４月１日 
至 平成23年12月31日） 

税金費用の計算   税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を

採用しております。 

  
当第３四半期累計期間 

（自 平成23年４月１日 
至 平成23年12月31日） 

会計上の変更及び誤謬の訂正に関する 

会計基準等の適用  

 第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の

誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」

（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

24号 平成21年12月４日）を適用しております。 

法人税率の変更等による影響 

  

 「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税

法等の一部を改正する法律」（平成23年法律第114号）及び「東日本大

震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関

する特別措置法」（平成23年法律第117号）が平成23年12月２日に公布

され、平成24年４月１日以後に開始する会計年度から法人税率の引下

げ及び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。  

 これに伴い、当第３四半期会計期間を含む会計年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の見積実効税率は従来の41.73％から

49.78％となります。 

 この税率変更により、未払法人税等は37,826千円増加し、法人税等

は同額増加しております。 

㈱タナベ経営（9644）　平成24年3月期　第3四半期決算短信（非連結）

- 4 -



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,586,859 1,924,686

受取手形及び売掛金 447,771 845,117

有価証券 1,100,371 1,397,945

商品 30,605 45,683

原材料 9,544 11,004

その他 207,982 221,531

貸倒引当金 △4,752 △5,659

流動資産合計 4,378,382 4,440,308

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,160,361 1,111,673

土地 2,180,818 2,180,818

その他（純額） 71,391 56,603

有形固定資産合計 3,412,571 3,349,095

無形固定資産 28,340 23,599

投資その他の資産   

その他 2,541,425 2,544,531

貸倒引当金 △2 △4

投資その他の資産合計 2,541,422 2,544,527

固定資産合計 5,982,334 5,917,221

資産合計 10,360,716 10,357,529

負債の部   

流動負債   

買掛金 180,519 384,677

未払法人税等 255,173 94,631

賞与引当金 165,800 97,400

その他 573,279 537,157

流動負債合計 1,174,771 1,113,866

固定負債   

退職給付引当金 239,654 245,313

役員退職慰労引当金 404,327 428,282

その他 14,033 12,274

固定負債合計 658,015 685,870

負債合計 1,832,787 1,799,737
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成23年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,772,000 1,772,000

資本剰余金 2,402,847 2,402,847

利益剰余金 4,484,656 4,530,030

自己株式 △38,984 △39,066

株主資本合計 8,620,519 8,665,811

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △25,394 △42,581

土地再評価差額金 △67,196 △65,437

評価・換算差額等合計 △92,591 △108,019

純資産合計 8,527,928 8,557,792

負債純資産合計 10,360,716 10,357,529
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（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年12月31日) 

売上高 5,217,805 5,219,277

売上原価 2,862,897 2,879,355

売上総利益 2,354,907 2,339,922

販売費及び一般管理費 1,816,314 1,895,042

営業利益 538,592 444,880

営業外収益   

受取利息 18,546 18,363

受取賃貸料 14,849 11,549

その他 14,022 5,170

営業外収益合計 47,418 35,082

営業外費用   

満期保険差損 2,906 －

保険解約損 － 1,968

雑損失 123 7

営業外費用合計 3,029 1,976

経常利益 582,981 477,986

特別損失   

固定資産除売却損 2,761 96

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 2,450 －

関係会社株式評価損 － 7,999

特別損失合計 5,211 8,096

税引前四半期純利益 577,770 469,890

法人税等 241,565 233,911

四半期純利益 336,204 235,978
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該当事項はありません。 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第３四半期累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円）

（注）１．調整額は、セグメント間取引消去と報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

   ２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

  

Ⅱ 当第３四半期累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円）

（注）１．調整額は、セグメント間取引消去と報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

   ２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

 該当事項はありません。   

 該当事項はありません。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  

  

報告セグメント  

合計 
調整額 

（注）１  

四半期 

損益計算書 

計上額  

（注）２ 

コンサルティング 

統轄本部  

ネットワーク 

本部 

ＳＰ 

事業部 

売上高                  

 外部顧客への 

 売上高 
     2,442,143        274,356      2,501,305    5,217,805    －  5,217,805

 セグメント間の 

 内部売上高 

 又は振替高  

        10,556    5,874    807    17,238    △17,238  －

計  2,452,700  280,230  2,502,112 5,235,043    △17,238 5,217,805

セグメント利益  494,039    60,272  46,650    600,962    △62,369  538,592

  

  

報告セグメント  

合計  
調整額 

（注）１  

四半期 

損益計算書 

計上額  

（注）２ 

コンサルティング 

統轄本部  

ネットワーク 

本部 

ＳＰ 

事業部 

売上高                  

 外部顧客への 

 売上高 
    2,377,492    267,005  2,574,779  5,219,277    －  5,219,277

 セグメント間の 

 内部売上高 

 又は振替高  

 9,940    4,542    764    15,247    △15,247  －

計  2,387,433    271,548    2,575,543 5,234,525  △15,247 5,219,277

セグメント利益  414,585    40,120  67,315  522,021    △77,141    444,880

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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